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2014年度テーマ Ａ Ｂ Ｃ 未提出 合計
①家の手伝い 46 37 0 0 83
②高校生活の思い出 43 40 0 0 83
③思い出の先生 29 32 17 5 83
④つらかったこと・苦しかったこと 41 39 0 3 83
⑤私の失敗 47 32 0 4 83
⑥ボランティア活動 64 14 4 1 83
表3　2015年度実施78名の内訳
2015年度テーマ Ａ Ｂ Ｃ 未提出 合計
①家の手伝い 44 25 8 1 78
②運動会・体育祭 39 21 15 3 78
③当番活動 41 32 5 0 78
④つらかったこと・苦しかったこと 27 39 9 3 78
⑤私の失敗 61 15 1 1 78




























































2016年度テーマ Ａ Ｂ Ｃ 未提出 合計
①家の手伝い 10 17 4 0 31
②当番活動 18 12 1 0 31
③運動会 12 13 4 2 31
④私の失敗 26 3 0 2 31
⑤ボランティア活動 21 8 2 0 31
⑥つらかったこと・苦しかったこと 19 11 1 0 31
図4．3期の総計192名







































































































































　    田中義麿，田中潔，『科学論文の書き方』裳華房
（1929），第13版（第2回全訂版）（1953），訂正第
19版（1963）．























　    http://www.mext.go.jp/component/a_
menu/education/micro_detail/__icsFiles/af































































　   http://www.mext.go.jp/component/b_
menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfi
le/2016/06/02/1369232_01_2.pdf（閲覧日
2017.12.11）.
